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牛
屋





の
手
間
取









、
牛
切





り
の
若



い
も
の
、
一
婦





を
娶



る
、
と
云

ふ
の
が
は
じ
ま
り
。
漸



と
女

房







に
あ
り
つ

い
た
は
見

つ
け
も
の
で
あ
る
が
、
其

の
婦





（
奇
醜





）
と
あ
る
。
た
ゞ
醜





い
の
さ
へ
、
奇
醜





は
弱



つ
た
、
何



も
醜



を
奇

が
る
に
當



ら
ぬ
。

　
本
文






に
謂

つ
て
曰



く
、
蓬
髮






歴
齒





睇
鼻





深
目






、
お
互





に
熟
字






で
だ
け
お
知
己






の
、
沈
魚






落
雁






閉
月






羞
花






の
裏



を
行

つ
て
、
こ
れ
ぢ
や
縮

毛







の
亂
杭
齒







、
鼻



ひ
し
や
げ
の
、
ど
ん
ぐ
り
目

で
、
面
疱





が
一
面






、
い
や
、
其

の

色


の
黒



い
事



、
ば
か
り
で
無

い
。
肩



が
頸



よ
り
高



く
聳



え
て
、
俗



に
引

傾







り
と
云

ふ
代
物






、
青



ン
膨



れ
の
腹



大

な

る
瓜



の
如



し
で
、
一

尺







餘


り
の
棚



ツ
尻



、
剩




へ

跛




は
奈
何





。

　
こ
れ
が
又



大


の
お
め
か
し
と
來

て
、
當
世
風








の
廂

髮







、
白
粉






を
べ
た
〳
〵
塗

る
。
見

る
も
の
、
莫
不
辟










易

。
豈



そ
れ
辟
易






せ
ざ
ら
ん
と
欲



す
る
も
得

ん
や
。

　
而





し
て
、
而



し
て
で
あ
る
。
件





の
牛
切






、
朝



か
ら
閉
籠






つ
て
、
友
達






づ
き
あ
ひ
も
碌



に
せ
ぬ
。

　
一
日






、
茫



と
成

つ
て
、
田
圃





の
川



で
水



を
呑

ん
で
居

る
處





を
、
見

懸

け
た
村



の
若



い
も
の
が
、
ド
ン
と
一



ツ

肩


を
く
ら
は
す
と
、
挫





げ
た
や
う
に
の
め
ら
う
と
す
る
。
慌



て
て
、
頸
首






を
引
掴






ん
で
、

「
生

き
て
る
か
い
、
」

「
へ
ゝ
ゝ
。
」

「
確
乎






し
ろ
。
」

「
へ
ゝ
ゝ
、
お
め
で
た
う
、
へ
ゝ
ゝ
へ
ゝ
。
」
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「
可

い
加
減





に
し
ね
え
な
。
お
い
、
串

戲







ぢ
や
ね
え
。
お
前



の
前



だ
が
ね
、
惡
女






の
深

情







つ
て
の
を
通
越






し
て
居

る
か
ら
、
鬼



に
喰

は
れ
や
し
ね
え
か
ツ
て
、
皆



友
達






が
案



じ
て
居

る
ん
だ
。
お
前



の
前



だ
が
ね
、
お
い
、

よ
く
辛
抱






し
て
居

る
ぢ
や
ね
え
か
。
」

「
へ
ゝ
ゝ
。
」

「
あ
れ
、
矢
張





り
恐

悦







し
て
居

ら
、
何

う
か
し
て
る
ん
ぢ
や
ね
え
か
い
。
」

「
私



も
、
は
あ
、
何

う
か
し
て
居

る
で
な
か
ら
う
か
と
思



ふ
だ
よ
。
聞

い
て
く
ん
ろ
さ
。
女

房







が
と
云

ふ
と
、

あ
の
容
色






だ
。
ま
あ
、
へ
い
、
何



た
ら
因
縁






で
一
所






に
成

つ
た
づ
ら
、
と
斷
念





め
て
、
目

を
押
瞑






つ
た
祝
言






と

思


へ
。
」

「
う
む
、
思



ふ
よ
。
友



だ
ち
が
察



し
て
居

る
よ
。
」

「
處





が
だ
あ
、
へ
ゝ
ゝ
、
其

の
晩



か
ら
お
前



、
燈





を
暗



く
す
る
と
、
ふ
つ
と
婦





の
身
體





へ
月

明







が
さ
し
た
や

う
に
成

つ
て
、
第
一






な
、
色



が
眞
白






く
成

る
の
に
、
目

が
覺



る
だ
。
」

　

於
稀
帷
中
微
燈
閃
鑠
之
際
則
殊
見
麗
人



































で
あ
る
。

「
蛾
眉
巧
笑
※
頬
多
姿















、
纖
腰
一
握
肌
理
細
膩















。
」

　
と
一
息






に
言

つ
て
、
ニ
ヤ
〳
〵
。

「
お
ま
け
に
お
前



、
小

屋

一
杯






、
蘭
麝






の
香





が
芬



と
す
る
。
其

の
美





し
い
事



と
云

つ
た
ら
、

不
啻
毛
※
飛
燕
















。
」

　
と
言

ふ
、
牛
切





り
の
媽
々





を
た
と
へ
も
あ
ら
う
に
、
毛
※
飛
燕










も
凄





じ
い
、
僭

上







の
到



り
で
あ
る
が
、
何
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も
別



に
美

婦

を
讚

め
る
に
遠
慮






は
要

ら
ぬ
。
其

處

で
、

　
不
禁
神
骨
之
倶
解
也





















。
で
あ
る
。
此



は
些

と
恐





し
い
。

「
私



も
頓



と
解

せ
ね
え
だ
、
處





で
、
當
人






の
婦





に
尋



ね
た
。
」

「
女
房






は
怒



つ
た
ら
う
、
」

「
何



ち
ゆ
ツ
て
な
。
」

「
だ
つ
て
お
前



、
お
前



の
前



だ
が
、
あ
の
顏



を
つ
か
め
え
て
、
牛
切
小
町









な
ん
て
、
お
前



、
怒



ら
う
ぢ
や
ね
え

か
。
」

「
う
ん
ね
、
怒



ら
ね
え
。
」

「
は
て
な
。
」

　
と
ば
か
り
に
、
苦

笑







。

「
怒



ら
ね
え
だ
。
が
、
何



も
は
あ
、
自
分





で
は
知

ら
ね
え
ち
ゆ
う
だ
。
私



も
、
あ
れ
よ
、
念



の
た
め
に
、
燈





を

く
わ
ん
と
明



る
く
し
て
、
恁

う
照

ら
か
い
て
見

た
。
」

「
氣

障

な
奴



だ
ぜ
。
」

「
然

う
す
る
と
、
矢

張

り
、
あ
の
、
二
目





と
は
見

ら
れ
ね
え
の
よ
。
」

「
其

處

が
相
場





ぢ
や
あ
る
ま
い
か
。
」

「
燈





を
消

す
と
又



小
町





に
成

る
、
い
や
、
其

の
美





し
い
事



と
云

つ
た
ら
。
」

　
と
ご
く
り
と
唾

を
呑

み
、
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「
へ
ゝ
ゝ
、
口



で
言

ふ
や
う
た
も
の
で
は
ね
え
。
以
是
愛
之
而
忘
其
醜






















。
」
と
言

ふ
。

　
聞
者
不
信










。
誰



も
此



は
信



じ
ま
い
。

「
や
、
お
婿



さ
ん
。
」

「
無

事

か
。
」

　
な
ど
と
、
若



い
も
の
が
其

處

へ
ぞ
ろ
〳
〵
出

て
來

た
。
で
、
此

の
話





を
笑



ひ
な
が
ら
傳



へ
る
と
、
馬
鹿
笑









ひ

の
高
笑






ひ
で
、
散

々







に
冷



か
し
つ
け
る
。

「
狐





だ
、
狐





だ
。
」

「
此

の
川



で
垢

離

を
取

れ
。
」

「
南
無
阿
彌
陀
佛











。
」

　
と
哄



と
囃



す
。

　
屠
者





向
腹






を
立

て
、
赫



と
憤



つ
て
、

「
試



し
て
見

ろ
。
」

　
こ
ゝ
で
、
口



あ
け
に
、
最
初






の
若



い
も
の
が
、
其

の
晩



、
牛
切






の
小

屋

へ
忍



ぶ
。

　
御
亭
主







、
戸
外





の
月



あ
か
り
に
、
の
つ
そ
り
と
立

つ
て
居

て
、

「
何

う
だ
あ
、
」

　
若



い
衆



は
額





を
叩



い
て
、

「
偉



い
、
」
と
云

つ
て
、
お
叩

頭

を
し
て
、
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「
違



ひ
な
し
。
」

「
そ
れ
、
何

う
だ
あ
。
」

　
と
悦
喜





の
顏

色







。

　
於

是








村
内






の
惡
少






、
誰



も
彼



も
先

づ
一



ツ
、
（
馬

鹿

な
事



を
）
と
け
な
し
つ
け
る
。

「
試



し
て
見

ろ
。
」

「
ト
お
い
で
な
す
つ
た
、
合
點






だ
。
」

　
亭
主






、
月
夜





に
の
そ
り
と
立

つ
て
、

「
何

う
だ
あ
。
」

「
偉



い
。
」
と
叩
頭





で
歸



る
。
苟




も

言


に
し
て
信



ぜ
ら
れ
ざ
ら
ん
か
。

屠
者
便
令
與
宿
焉


















。
幾

遍

一
邑














不
啻
名
娼
矣













。

　
一
夜





珍




し
く
、
宵



の
内



か
ら
亭
主






が
寢

る
と
、
小

屋

の
隅



の
暗



が
り
に
、
怪



し
き
聲



で
、

「
馬

鹿

め
、
汝





が
不
便





さ
に
、
婦





の
形





を
變

へ
て
遣

つ
た
に
、
何
事






ぞ
、
其

の
爲

體







は
。
今
去
矣







。
」

　
と
膠



も
な
く
、
一
喝






を
し
た
か
と
思



ふ
と
、
仙
人






ど
の
と
覺



し
き
姿





、
窓



か
ら
飛

ん
で
雲



の
中



、
山



へ
上



ら

せ
た
ま
ひ
け
り
。

　
時



に
其

の
帷
中





の
婦





を
見

れ
ば
、
宛



と
し
て
お
で
こ
の
醜
態






、
明
白






に
成

畢







ぬ
。

　
屠
者





其

の
餘



り
の
醜





さ
に
、
一
夜





も
側



に
我
慢





が
成

ら
ず
、
田
圃





を
す
た
〳
〵
逃

げ
た
と
か
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
四
十
四
年
三
月

7



8鑑定



青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
鏡
花
全
集
　
巻
二
十
七
」
岩
波
書
店

　
　
　1942
（
昭
和17

）
年10

月20

日
第1

刷
発
行

　
　
　1988
（
昭
和63

）
年11

月2

日
第3

刷
発
行

※
題
名
の
下
に
あ
っ
た
年
代
の
注
を
、
最
後
に
移
し
ま
し
た
。

※
表
題
は
底
本
で
は
、
「
鑑
定
《
か
ん
て
い
》
」
と
ル
ビ
が
つ
い
て
い
ま
す
。

入
力
：
門
田
裕
志

校
正
：
川
山
隆

2011

年8

月6

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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